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＜特許＞
「タウロオルニチン脂質の製造方法」
（特許第5049556号）

技術の概要

この技術は、酢酸菌の細胞膜中に存在するアミノ脂質、オルニチン脂質およびタウロ

オルニチン脂質の製造方法である。これら脂質を用いたリポソームは、酸性下で安定に
なり、凍結耐性も向上する。DDS剤への応用や化粧品素材への応用が考えられる。

＊これまでの生産される培養条件では、脂質1g当たりで0.782 m molアミノ基の脂質含量で
ある。

＊アスパラギン酸0.5％(w/v)添加によって、脂質1g当たりで1.69 m molアミノ基の脂質含量
となり、タウロオルニチン脂質の割合が、54％に増大した。
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